
◎
請
願
第
１
号

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
「
大
筋
合
意
」
に
関
す
る

請
願

請
願
者

滋
賀
県
農
民
組
合
連
合
会

代
表

北
村
冨
生
氏

紹
介
議
員

清
水
隆
徳
議
員

請
願
事
項

○
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
内
容
の
詳
細
開
示
と
国

会
決
議
の
順
守
、
農
林
業
等
へ
の
影

響
調
査
と
公
表
の
意
見
書
を
政
府
関

係
機
関
に
提
出
す
る
こ
と

◎
請
願
第
２
号

国
に
対
し
「
所
得
税
法
第
56
条
の
廃
止

を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る

請
願

請
願
者

長
浜
民
主
商
工
会
婦
人
部

部
長

鬼
頭
光
子
氏

紹
介
議
員

藤
田
正
雄
議
員

請
願
事
項

○
所
得
税
法
第
56
条
廃
止
を
求
め
る
意

見
書
を
政
府
に
提
出
す
る
こ
と

※
所
得
税
法
は
56
条
は
中
小
業
者
の
家

族
が
従
事
し
た
時
の
「
働
き
分
」
に

つ
い
て
「
対
価
の
支
払
い
は
必
要
経

費
に
参
入
し
な
い
」
と
し
て
低
額
の

金
額
の
み
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
劣

悪
な
労
働
環
境
・
後
継
者
不
足
の
原

因
と
な
っ
て
い
る
。

◎
請
願
第
３
号

「
治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償
法

（
仮
称
）
」
の
制
定
を
求
め
る
請
願

請
願
者

治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠

償
要
求
同
盟
滋
賀
県
本
部

会
長

川
端
俊
英
氏

紹
介
議
員

藤
田
正
雄
議
員

請
願
事
項

○
戦
前
の
治
安
維
持
法
に
つ
い
て
①
国

が
悪
法
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
る
こ

と
。
②
治
安
維
持
法
犠
牲
者
に
謝
罪

し
、
賠
償
を
行
う
こ
と
。
③
犠
牲
者

の
実
態
を
公
表
す
る
こ
と
等
を
内
容

と
す
る
「
治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家

賠
償
法
（
仮
称
）
の
制
定
の
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
。

※
治
安
維
持
法
は
大
正
14
年
に
制
定

さ
れ
、
「
国
体
を
変
革
」
し
「
私

有
財
産
制
度
を
否
認
」
す
る
す
べ

て
の
結
社
や
個
人
に
対
い
て
死
刑

を
含
む
重
罰
に
処
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
国
民
を
戦
争
へ
と
借
り
出
し

て
い
き
ま
し
た
。
犠
牲
者
の
中
に

は
政
治
家
だ
け
で
な
く
多
く
の
文

化
人
や
宗
教
者
も
犠
牲
に
な
っ
て

い
ま
す
。

◎
請
願
第
4
号

差
別
を
扇
動
す
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を

禁
止
す
る
法
律
の
制
定
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

請
願
者

部
落
解
放
・
人
権
政
策
確
立

要
求
滋
賀
県
実
行
委
員
会

会
長

浅
野

誉
山
氏

紹
介
議
員

鍔
田
明
議
員
・
吉
田
周
一

郎
議
員
・
松
宮
信
幸
議
員
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雑
感先

週
号
で
も
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、
12
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
7

人
で
し
た
。
1
日
7
人
が
一
般
質
問
の
人
数
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
7
日

1
日
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
太
田
議
員
は
産
休
で
し
た
の
で
、
質

問
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
予
算
編
成
時
期
の
定
例
会
で
こ
れ
で
本
当

に
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
市
民
の
目
に
は
ど
う
映
る
の
だ
ろ
う
。

請願は憲法第16条で定められた基本的権利

ＴＰＰ・所得税法５６条・治安維持法国家賠償・ヘイトスピーチ問題

多くの団体より請願書が

２
０
１
５
年
12
月
議
会
に
多
く
の
団
体
か
ら
請
願
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
請
願

は
憲
法
16
条
で
定
め
ら
れ
た
基
本
的
権
利
と
し
て
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。
議
会
に

請
願
書
を
提
出
す
る
場
合
は
、
紹
介
議
員
が
１
名
以
上
あ
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
米
原
市
議
会
に
お
い
て
は
、
付
託
さ
れ
た
委
員
会
に
お
い
て
請

願
団
体
は
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
是
非
活
用

く
だ
さ
い
。
紹
介
議
員
が
無
い
場
合
は
陳
情
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

請
願
事
項
の
概
要



第503号 米原市民報 2015年12月13日


